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報道関係各位 

アストンマーティン・ジャパン 

 

Press Release 
 

アストンマーティン・レーシング、『ル・マン 24時間バーチャル』で準優勝 

 

⚫ アストンマーティン Vantage GTEが、初開催された公式オンライン 24時間レースで活躍 

⚫ ニッキー・ティーム、リチャード・ウェストブルック、ラッセ・ソーレンセン、マヌエル・ビアンコリ

ラ組が GTEクラスで 2位表彰台を獲得 

⚫ オンラインで開催された『ル・マン 24時間バーチャル』は大成功を収めて閉幕 

 

 

 

2020年 6月 14日、ゲイドン（英国）： 

FIA 世界耐久選手権の GTE クラスでリーダーの座を保っているアストンマーティン・レーシ

ングは、世界でもっとも有名な耐久レースの正式オンライン・シミュレーション、第 1回 『ル・

マン 24時間バーチャル』において、ドラマチックな準優勝を遂げました。 

 

金曜日の予選で 5 番手につけた 95 号車のアストンマーティン Vantage GTE（通称

“DaneTrain”：デンマーク号）は、現在 GTE Pro クラスでポイントリーダーとなっているニッ

キー・ティーム（デンマーク）、アストンマーティン・レーシングでのチームメイトであるリチャー
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ド・ウェストブルック（英国）、ラッセ・ソーレンセン（デンマーク）、そしてシムレーシング（オン

ラインによるバーチャルレース）のエースと目されるマヌエル・ビアンコリラ（イタリア）がチー

ムを組み、現実世界においても宿敵であるポルシェやコルベットと熱戦を展開し、レース終

盤の数時間に 2番手まで浮上しました。 

 

ティームは素晴らしいスタートを切ると、トリプルスティントを走り切り、さらに上位を伺いま

す。その後、ウェストブルックとビアンコリラの力強い走りで、レースの大半でリードを奪いま

す。ティームのチームメイト、マルコ・ソーレンセンの弟であるラッセ・ソーレンセンが最後に

ステアリングを握り、日没後のサルトサーキットで素晴らしいトリプルスティントを決め、ライ

バルたちが脱落してゆく中で 95号車をチェッカーフラッグへと導きました。 

 

98号車のダレン・ターナー（英国）、ロス・ガン（英国）、ジョニー・アダム（英国）、ティツィアー

ノ・ブリオーニ（イタリア）組は、レース序盤に発生したトラブルによる遅れを後半で取り戻し、

トップ 10でフィニッシュしました。97号車のアレックス・リン（英国）、ハリー・ティンクネル（英

国）、チャーリー・イーストウッド（英国）、ティツィアーノ・ブリオーニ（イタリア）組は、オープニ

ング・ラップでのクラッシュから着実にポジションを挽回し、クラス 14位でチェッカーを受けま

した。 

 

『ル・マン 24 時間バーチャル』は、ACO、FIA WEC およびパートナー企業である

Motorsport Games 社によるもので、コロナウィルス感染拡大防止への取り組みとしてル・

マン 24時間レースが 9月 19日～20日に延期されたことを受け、熱狂的なファンのために

開催されました。今回のバーチャルレースでは、LMP2と GTE という 2つのクラスが設定さ

れ、合計 50 チームが参戦し、現実世界およびシムレーシング界のスーパースターが集結

しました。各チームは 4人編成で、そのうち少なくとも 2人は FIAライセンスを保有するドラ

イバーであることが条件です。レースのプラットフォームは rFactor2 ですが、ドライバー交

代は実際のレースと同様に行い、マシンにダメージが発生した場合は、ピットに戻って修理

することができます。 

 

「本当にすばらしい体験でした」と、ソーレンセンはコメントしています。「過酷なレースでした

が、終盤には運が向いてきました。私の仕事は冷静さを保ち、マシンをフィニッシュラインま

で導くことでした。」  
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ティームは次のように付け加えています。「チームにとって、これは素晴らしい成果です。プ

ロのシムレーシングの世界のことはよく知りませんでしたが、関係者全員が信じられないほ

ど熱心に働いてくれました。ラッセはハイペースで走り続け、マヌエルはチームメイトとして

すばらしい仲間でした。次は 9 月に行われる実際のレースです。私とリチャード、それにマ

ルコで優勝を狙い、Vantage GTE にとって完璧な年にしたいと思っています。」 

 

アストンマーティン・レーシング社長のデイビッド・キングは、次のように述べています。「こ

の新しいプログラムに参戦するにあたり、チームは完璧な準備を行い、戦略的なノウハウを

適用して、素晴らしい結果を得ることができました。彼らの努力が結実し、2 位という栄誉を

得ることができました。技術的な問題が山積していたにもかかわらず、大成功を収めたこの

イベントの関係者全員に感謝の意を表したいと思います。彼らは、偉大なことをやってのけ

ました。チームがレースに素早く適合するための経験をもたらし、プロのレーシングクルーと

の緊密な連携を支援してくれたシムレーシングのプロの皆様には、とくにお礼を申し上げま

す。今後は、WEC およびル・マン 24 時間のタイトルを獲得することに集中したいと思いま

す。」 

 

# # # 

こちらのプレスリリースに関する画像は、下記よりダウンロード可能です。 

https://we.tl/t-EJKQb5FEw0 
 

 

詳しい情報は、ウェブサイト（www.astonmartin.comまたは www.astonmartin.com/media）

から入手可能です。 

 

アストンマーティン・ソーシャルメディア・チャンネルは、以下のリンクからアクセスできます。 

• Facebook 
• Twitter 
• Instagram 
• Google+ 
• Pinterest 
• YouTube 
• LinkedIn 
• Vine 

 

Aston Martin Japanの Twitter も開設されていますので、併せてご確認ください。 
 
 
 

メディア問い合わせ先： 

コスモ・コミュニケーションズ 

https://we.tl/t-EJKQb5FEw0
http://www.astonmartin.com/
http://www.astonmartin.com/media
http://www.facebook.com/astonmartin
http://www.twitter.com/astonmartin
http://www.instagram.com/astonmartinlagonda
http://www.plus.google.com/+astonmartin
http://www.pinterest.com/astonmartin
http://www.youtube.com/user/astonmartin
http://www.linkedin.com/company/aston-martin-lagonda-ltd
https://vine.co/astonmartin
https://twitter.com/astonmartinjpn
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アストンマーティン PRチーム 

今野 博文 

Tel：03-6434-5839 

M：090-6180-0281 

hirofumi_konno@my-z.co.jp 
 

田村 沙智                    

M：090-5476-2554 

sachi_tamura@my-z.co.jp  
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